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１．はじめに
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　また、「 ミニ盒馬鮮生」（ 小型スーパー） の店
舗展開を推進させている。これはオーナーを募
集する加盟店の形式である。
　当該経営の目標は、2021年３月に３億人の会
員にサービスを提供するため、上海や北京など
「 1,000万人都市」 を中心に店舗拡大を進めるこ
とである。また、中国国内の小売業における生
鮮食品取扱額シェアの30％を獲得することを目
標としている。
４．日中の食品流通問題に係る議論
（ １） 国内産青果物の卸売市場経由率の高さ
　日本の国内産青果物の市場経由率は80％を超
えており、きわめて高い。青果物は季節的に大
量に生産されるため、卸売市場を介する必要が
ある。中央卸売市場は都市部に立地しており、
産地は農村部にある。農村部で生産される青果
物を都市部で大量に捌くためには卸売市場が必
要であり、それがなければ短時間で捌くことが
できない。卸売市場の集分荷機能は、とりわけ
重要である。
（ ２） 高齢化と食品流通への影響
　日本では、「 買い物難民」 の問題がある。郊
外に大きなショッピングモールが出店されてき
た（ と同時に、地域の零細食料小売業者が淘汰
されてきた） 経緯があるが、車を運転できない
高齢者などは、そこにアクセスすることができ
ない。福岡県糸島市では、移動販売車（「 いと
丸く ん」） が中山間地に居住する高齢者の買い
物を支援する動きなども出てきている。
　上海では、買い物難民の問題はあまり大きく
ないと考えられている。「 菜市場」 のような集
合住宅の内部にすぐにアクセスできる店舗があ
るためである。「 買い物砂漠」 の問題は、むし
ろ「 菜市場」 を撤退させてきた北京などで起き
ている問題かもしれない。
　中国では、「 ミニ菜市場」 といったビジネス
も生まれている。集合住宅の１室のスペースに
冷蔵庫を設置する。消費者がネット注文した生
鮮食品がその１室に配達される。あとは、そこ
で商品を受け取るだけというモデルである。ま
た、外出もしたくないという消費者には、中間
業者が菜市場での購買と配達を担う「 代理購入」
というビジネスモデルもある。
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